
 

 

 

  

                                      

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 12月 ９日 

岐阜清流高等特別支援学校 保健室 

【今月の保健目標】 

冬季における感染症予防を徹底する 

ノロウイルスに注意！ 

冬はノロウイルスを原因とする食中毒や感染性胃腸炎が増加す

る傾向があります。岐阜県内でも、「ノロウイルス食中毒注意報」

が 11 月から発表されています。ノロウイルスは感染力が非常に

強く、感染した人が調理した食品や感染した人の便や嘔吐物から

感染します。そして、下痢や嘔吐といった症状を引き起こし、症

状がなくなり回復した後も、便からウイルスが 1～3 週間以上の

間、排出されることがあります。回復した後も排便後の適切な後

始末や手洗いなどを徹底しましょう。また、ノロウイルスに感染

していても症状が出現しない人（不顕性感染者）もいます。感染

を防ぐために、全員が感染症予防に取り組みましょう。 

〈予防するには？〉 

①石けんを利用した流水での手洗いを徹底しましょう。ノロウイルスにアルコール消毒は効

きません。 

②食品を十分に加熱しましょう。（中心温度 85～90℃で 90 秒間以上） 

③調理器具類を十分に洗浄・消毒しましょう。 

④調理する人は体調管理を徹底しましょう。 

⑤嘔吐物は適切に処理しましょう。（次亜塩素酸ナトリウムでの消毒が有効です。） 

12 月になり、寒さが一段と厳しくなってきました。冬の乾燥した空気や寒さは、鼻や喉の

中を乾燥させ、免疫機能を低下させてしまいます。インフルエンザや新型コロナウイルスもま

だまだ流行しているため、引き続き、基本的な感染対策を行い、元気に冬を過ごしましょう。

また、朝に体調が悪い場合は、無理をして登校せずに自宅でしっかり休養しましょう。学校に

欠席の連絡をする際は、「咳」「のどの痛み」など症状もくわしく伝えてください。  



防寒対策をしよう 

急激に寒くなったことで、授業中に寒さで体調が悪くなり、保健室に来室する人が増えていま

す。体が冷えてしまうと、免疫力の低下にもつながってしまいます。服装を工夫したり、適度な

運動を心がけたりして、体を温めましょう。 

冬休みの過ごし方 

 

 

 

 

 

冬の交通事故に気を付けよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬は天候や日照時間の短さ、帰省や

旅行のシーズンであることなど様々

な要因から交通事故が起こりやすい

季節です。特に下校時は最も事故が多

発する時間帯です。交通ルールを守る

ことはもちろんですが、明るい衣服を

着用したり、自転車や衣服、持ち物に

反射材を取り付けたりして、交通事故

に合わないために自分ができること

を実施しましょう。 

12 月 20 日から冬休みが始まります。夜ふかしをしたり朝食を抜いたりして、生活リズム

が乱れると、体調を崩しやすくなります。生活習慣の乱れは免疫力の低下にもつながるため、

冬休みに入っても規則正しい生活を心がけましょう。 

 

※本校では、個人情報・肖像権・著作権等、生徒の権利を大切に扱うことを心掛けております。写真・文書の廃棄等

については、お心遣いをいただけますようお願いします。 イラスト素材：日本学校保健研修社「健」  


